


くちぬ戎)》

歴史が古く江戸時代には信達荘の戎さんとして崇敬され、店も沢山でて大変な賑わいであったと

記載されています。（樽井町誌参照）

現在も地域の信仰が篤く、１月１ｏ日の本戎には地区の事業所の協賛により副賞付き餅投げの奉

納があります◎

又、茅淳釣りの愛好家が[掴を釣竿とみたて、大漁を願ってたばられます。

<<秋祭り>〉

樽井のやぐらの起源は江戸元禄時代で、大きさは他の地区と比べ大きく高さは５ｍ、全長は１０

ｍあり材質はけやきで造られ笛の曲（道中・銀のかんざし・大文字夜・せんま）そして太鼓の大

きさは他に類をみない特徴があります。

このような大きなやぐ巳を作ったのは、江戸中期から幕末にかけて天下に雄飛した豪商の町､樽

井の富裕を表したものであります６

本祭の渡御（とぎよう）は神社から樽井の浜まで、四台のやぐらの後を、みこし、お稚児さんと

行列を組んでおわたりをしますｂこのような渡御形態が残っているのは､大阪府下ここだけです。

<<茅停の起源>》

樽井は往昔山より清水が湧き水の如く湧き出づるにより山之井の里・垂井とも云い、地形的には

樽井は馬場の長山の続きで台地を形成し樹木が鯵蒼と生い茂り水は山の井水門へ流れ落ちてい

た。樽井台地の山裾はすぐ海辺にして波が打ち寄せ、西の方には金熊剤１|が流れ、海は入りこみ

自然の良港をなしていた。

くさかざかながすねひこひこいつせのみこと

神武天皇御東征のｌｉ１ｊＵ（２６００年前)、孔舎衛坂で長髄彦との戦で、皇兄彦五瀬命が矢疵を

おわれ戦況も劣勢になり、まずは海に退去するも傷を癒すが為に山の井水門に舟をとどめ、彦五

ちぬ

瀬命・家来共に疵を洗うに水が血の色Iこそまり血の沼（樽井の海周辺）となり、海に注ぎ血沼と
ちぬ

なり茅（海岸沿いは、茅萎頁が繁茂していた）淳（沼と淳は同義語）となった。

(チヌ鯛）

茅淳の海でよく獲れ,魚体も美しくシンボル的存在として名称がつけられたのではないか。

ちぬ釣りの愛好家が、供養と釣り安全を目的として参拝する人が遠近よりこられます。
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